
　
私
が
２
期
目
の
市
長
に
就
任
し
て
、

２
年
余
り
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
第
２
期「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」が
ス

タ
ー
ト
す
る
年
で
あ
り
、
こ
の
中
に

お
い
て
、
新
し
い
時
代
の
流
れ
を
力

に
す
る
横
断
的
な
目
標
と
し
て
、「
地

域
に
お
け
るS

ソ
サ
エ
テ
ィ
―

ociety5.0

の
推
進
」と

「
地
方
創
生
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
」を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　

Society5.0

の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
新
技
術

を
活
用
し
た
超
ス
マ
ー
ト
社
会
に
対

応
で
き
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

く
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
実
現
に
向
け
て
は
、
地
球
温
暖
化

対
策
や
食
品
ロ
ス
へ
の
対
応
等
、
鹿

屋
市
全
体
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

市
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

市民の皆様と共に

“ぬくもりと豊かさ
　を実感できる
　明るい未来づくり”
　の実現へ

に
、
本
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
国
体
な
ど
を
契

機
と
し
て
、
市
民
の
方
々
に
ス
ポ
ー

ツ
を「
す
る
、
み
る
、
さ
さ
え
る
」と

い
う
様
々
な
形
で
携
わ
っ
て
い
た
だ

き
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち 

か
の
や
」づ

く
り
を
更
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

増
大
す
る
行
政
需
要
に
対
応
す
る

に
は
、
行
財
政
改
革
を
一
層
進
め
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入

や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
な
活
用
に
よ

り
、
人
口
減
少
や
高
度
情
報
化
社
会

へ
の
対
応
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て

で
き
る
環
境
の
整
備
や
、
地
域
の
支

え
合
い
活
動
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
や
、
防
災
・
減
災

対
策
を
推
進
す
る「
防
災
専
門
官
」を

配
置
す
る
な
ど
、
安
全
安
心
で
市
民

が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
に
開
か
れ
た
行
政

を
目
指
し
、
市
政
へ
の
関
心
を
高
め

て
も
ら
う
た
め
に
市
政
報
告
会
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
市
職
員
の
人
材

育
成
を
図
る
な
ど「
も
っ
と
身
近
な
、

も
っ
と
熱
い
、
も
っ
と
分
か
り
易
い
」

市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

区　分 水道事業 対前年度比     下水道事業 対前年度比
収益的収入 18億240万6千円 0.8% 9億9,507万9千円 ー
収益的支出 16億3,186万9千円 2.8% 9億5,754万9千円 ー
資本的収入 4,927万4千円 △5.7% 2億3,443万円 ー
資本的支出 8億5,823万3千円 25.9% 5億9,770万5千円 ー

令和２年度
　一般会計
　当初予算

鹿屋市長 中西 茂

 市民１人当たりの予算  519,409 円（一般会計分）

民生費
207,098 円
（39.9%）

子ども、高齢者、障
がい者の福祉増進等

教育費
63,692 円

（12.3%）
学校の管理運営・整
備等

総務費
53,764 円

（10.3%）
自治振興、防犯対策、
ふるさとPR促進等

農林水産業費
39,984 円
（7.7%）

農林・畜産・水産の
振興等

公債費
43,108 円
（8.3%）

借りたお金の返済

衛生費
27,519 円
（5.3%）

ごみ、し尿の処理、
健康管理等

土木費
24,309 円
（4.7%）

道路、公園、市営住
宅の整備推進

消防費
15,509 円
（3.0%）

消防や救急業務等

商工費
12,331 円
（2.4%）

商工振興、観光振興

議会費
2,955 円

（0.6%）
議員報酬・議会運営

災害復旧費
2,220 円

（0.4%）
災害復旧

労働費

雇用対策等

諸支出金・予備費
26,261 円
（5.1%）

預貯金等

※�一般会計の歳出額を、令和２年１月31日
現在の人口102,809人で割った額

予算規模 534億円
（対前年度当初比　△1.3％）

特別会計区分 令和２年度予算額 対前年度比     
国民健康保険事業 115億2,831万9千円 2.3%

後期高齢者医療 13億7,617万2千円 3.6%
介護保険事業 114億5,543万1千円 3.2%

公共下水道事業 ー △100.0%
下水道 ー △100.0%

一般会計（歳入）一般会計（歳出）

歳入
歳出

（目的別）

地方交付税
12,250（22.9％）

国・県
支出金
14,980

（28.1％）

地方債
3,936

（7.4％）

繰入金
4,432

（8.3％）

市税
10,502

（19.7％）

その他自主財源 910（1.7％）

寄附金
2,000（3.7％）

分担金・負担金 177（0.3％）
使用料・手数料 774（1.4％）

譲与税
・交付金

 3,422
（6.4％）

その他 15（0.0％）

自
主
財
源

１
８
，
７
９
６

（35.2％）

依
存
財
源

３
４
，
６
０
４

（64.8％）

民生費
21,292

（39.9％）

教育費
6,548

（12.3％）

施政方針

総務費
5,527

（10.4％）

公債費
4,432（8.3％）

農林水産業費
4,111（7.7％）

衛生費
2,829（5.3％）

諸支出金
2,650（5.0％）

土木費 2,499（4.7％）
消防費 1,595（3.0％）
商工費 1,268（2.4％） 議会費 304（0.6％）

その他 345（0.6％）

単位：百万円

特別会計 企業会計 （水道事業・下水道事業）

単位：百万円

と
と
し
て
お
り
、本
市
出
身
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
等

に
取
り
組
み
、
地
域
活
力
の
維
持
や

担
い
手
確
保
に
よ
る
産
業
の
振
興
を

図
り
ま
す
。

〇
関
係
・
交
流
人
口
の
増
加
促
進

　
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
で
訪
れ
る
方
や
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
者
な
ど
、
本

市
と
関
わ
り
の
あ
る
方
々
と
の
つ
な

が
り
を
深
化
さ
せ
、
関
係
・
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
域
的
な
観
光
の
推
進
を

図
り
、
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
や
高

速
船
を
活
用
し
た
ツ
ア
ー
を
実
施
す

る
な
ど
、
今
後
さ
ら
に
宿
泊
を
伴
う

自
然
、
食
、
ス
ポ
ー
ツ
を
テ
ー
マ
に

し
た
誘
客
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

の
特
色
あ
る
文
化
、
イ
ベ
ン
ト
等
を

含
め
た
観
光
客
誘
致
の
取
り
組
み
を

進
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化

　

今
年
は
、
日
本
で
56
年
ぶ
り
と
な

る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
と
と
も
に
、

48
年
ぶ
り
に
鹿
児
島
で「
燃
ゆ
る
感

動
か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご
し
ま
大
会
」

が
開
催
さ
れ
る
年
で
す
。

　

全
国
か
ら
訪
れ
る
選
手
や
ス
タ
ッ

フ
、
応
援
に
来
ら
れ
る
方
々
を
地
域

全
体
で
、
お
も
て
な
し
す
る
と
と
も

民
の
皆
様
と
共
に
、　
ぬ
く
も
り
と
豊

か
さ
を
実
感
で
き
る
明
る
い
未
来
づ

く
り　

の
実
現
に
向
け
、
第
２
次
鹿

屋
市
総
合
計
画
に
掲
げ
た
基
本
目
標

で
あ
る
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
を
着
実

に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
な

か
で
も
、
令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、

〇
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
・
産
業
の
振
興

〇
関
係
・
交
流
人
口
の
増
加
促
進

〇
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化

〇
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

の
４
つ
の
施
策
に
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

〇
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
・
産
業
の
振
興

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
取
り
組
む

も
の
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
は
、

高
校
卒
業
時
に
お
け
る
10
代
の
転
出

と
、
20
代
か
ら
30
代
の
女
性
の
人
口

減
少
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
は
、「
か
の
や
移
住
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
：
お
じ
ゃ
っ

た
も
ん
せ 

か
の
や
）」を
開
設
す
る
こ

534億円534億円

歳出
（性質別）

扶助費
15,359

（28.8％）

人件費
7,465

（14.0％）

公債費
4,432

（8.3％）

普通建設
事業費
7,339

（13.7％）

物件費
6,803

（12.7％）

補助費等
4,727（8.9％）

繰出金
4,472
　（8.4％）

積立金2,061（3.9％）

その他 514（1.0％）

災害復旧費
228（0.4％）

単位：百万円

参考

※下水道事業は令和２年度から企業会計に含まれます。

市税の内訳 令和２年度
市民税 44億8,100万円

固定資産税 46億1,200万円
軽自動車税 3億9,480万円
市たばこ税 6億1,000万円
都市計画税 4億   400万円

入湯税 15万円
合計 105億   195万円

659 円
（0.1%）

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
う
増
な

ど
に
よ
り
４
億
１
，
５
２
１
万
円
の
増

鹿屋女子高校新校舎
建設の完了などによ
り20億8,835万円の減

かごしま国体・
かごしま大会の
開催などにより
8億9,530万円の
増

幼児教育・保育の
無償化などにより
1億7,280万円の増

鹿屋女子高校新校舎
建設の完了などによ
り6億7,660万円の減

地方消費税交付金の引き上げ分を活用する事業
●子ども医療費助成事業　　　 　●幼稚園・保育所等給付費
●幼児教育・保育無償化事業　　
●地域子ども・子育て支援事業

※�消費税の税率引き上げ分に係る交付金は、地方税法第
72 条の 116 第２項の規定により、社会保障施策に要す
る経費に充てることとされています。

個人市民税や固定資産税の増
を見込み2億4,180万円の増

ふるさと納税の増加
を見込み4億円の増

肝属中部畑地かんがい事業に
活用する農業振興基金繰入金
が昨年度より減少したことな
どにより14億3,358万円の減

※令和２年３月鹿屋市議会定例会　中西茂市長施政方針の要約※施政方針の全文は、市ホームページに掲載しています。

※�各数値の表示未満は四捨五入しているため、　
合計と内訳が一致しない場合があります。

※各数値の表示未満は四捨五入しているため、合計と内訳が一致しない場合があります。

ひ
と
が
元
気
！
ま
ち
が
元
気
！「
未
来
に
つ
な
が
る
健
康
都
市 

か
の
や
」

ま

の

く
づ

り

ち　

令
和
２
年
度
当
初
予
算
が
、
市
議
会
３
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

健
全
財
政
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
第
２
次
鹿
屋
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
ま
ち

づ
く
り
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
総
合
計
画
の
５
つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ

た
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
予
算
と
し
て
編
成
さ
れ
た
、
予
算
の
概
要
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　

  

問
市
財
政
課　

℡
０
９
９
４-

31-

１
１
２
６

将
来
像 

実
現
に
向
け
て

令和２年度
当初予算の概要
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